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学級経営を充実させる 学年経営 

進路指導を中心に 

浦添市立港川中学校教諭         武 彦 

1 研究テーマ設定の 理由 

教師にとって 自分の学級を 持つことは大きな 喜 ひであ るか，それなりの 責任も大きい ，学級経 

営における担任教師的中には ，その持っている 個性と創造力で 立派な学級経営をする 人も多いか， 

情 軌を持ち，懸命に 努力していても 9 、 うようにいかす ，学級経営に 行き詰まりを 感じている人も 

L. 、 る " こんな 時 ，学年経営か 活発になされてし・ け Ⅰ ば， 行き詰まりは 解消されるのではないかと 思 

う 。 たんたんと学級経営か 見直されてきてはいるか ，学年会は月一回かせいせいで・ 充分に機能 

しているとはし ) えない， そ 乙でこの少ない 機会をより有効に 生かすためには ，学年会を効率よ 

く 運営し，学年教師の 意志の疎通を 図り，協力して 学年経営に当たることであ る。 

本校の学校教育の 王出目標の中に「粘り 強く物事を成し 遂ける心をつくる」かあ る。 その教育 

目標の具現化は。 活力あ る学校，学年，学級経営か 根幹となって ，あ らゆる学校教育活動の 中で 

具現化が図ら ォ Ⅰなけれはならないと 考える。 活ノ J あ る学校は生徒 か 目的意識を持ち ，学習活動を 

している姿から 生まれると盟う。 そこで将来への 目標を持たせるために ，学年で年間の 進路計画 

の立案をして ，進路指導の 充実を図った。 入学当初は進路に 興味，関心も 示さなかったか・ 3 字 

期こ ろからは真剣に 考えるようになった。 生徒自ら目標を 持ち，自己実現に 向かって努力しよう 

とする 現オ t てあ る。 そ 乙には生徒 か 自覚を持つたけでなく ，教師の側から 意図的，計画的，継続 

的 進路指導か必要であ る。 生徒 か 目的意識をもち ，自分は何をしなけ オ 1 はならな L. 、 のか，また何 

か必要かを自己反省し ，自己理解を 深め目的意識をもって 行動するように 進路指導していけは ， 

生徒の将来への 目標か望ましい 姿に変容すると 考え，このテーマを 設定した。 

Ⅱ 研究内容 

]  学年経営のとらえ 方 

自律的な経営組織としての 学年会は・学年経営の 枠内においてではあ るか，学年としての 目 

標を設定し，その 達成に努める こ とてあ る。 

学年教育目標 D 設定にあ たって ば ・学校教育目標と 学級教育目標との 関連を明確にする」学 

校教育 口 標の具現化を 進めるとともに ，個々の学級教育目標の 統合につなか ろ ように配慮しな 

ければならない。 学校教育目標は ，期待される 子供像を掲げ ，学校としての 指導方針を示す " 

これを学年の 発達段階の生徒のために 順次実現てきるよう lc 具体化したものであ る。 したかっ 

て 学校教育目標を 組み替え，その 具現化を図るためには ，各学校においてさまざまな 工夫か試 

みられている " 

本校では学校教育目標に「強い 身体」 「固い意志」 「豊かな情操」 「確かな判断」の 4 本柱 

を立て，さらに 細分化して発達段階に 応じた学年別の 到達目標かっくられている。 1 年から 3 

年 までの学年目標は 共通するか，その 中で「健康でたくましい 生徒」 l 健康で明るい 生徒」 
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Ⅱ体を鍛え，健康安全に 心がける生徒」とあ る。 乙うした具体化の 手順になる学年教育目標が 

用意され，各教科，道徳，特別活動と 放課後の部活動などで 指導が展開されている。 学年経営 

は 学校の教育活動の 一環としての 学級経営と大きくかかわりを 持ち，学校経営の 方針に十分反 

映させなければならない。 そ 乙で学年経常が 学級経営の中下生かされ・ ，学級活動全体で 活用で 

きるよ う [c 計画立案する。 

2  学年経営の内容 

学年会は，学年経営を 効果的に運営するための 連絡，調整，協議の 場であ り   また経営を推 

遣 する主体であ る。 

これまで学年会は ，学校の方針や 計画の伝達機関であ ったり   進度調整やその っ どの問題の 

処理，あ るいは諸行事の 打ち合わせをする 程度であ った。 だが，学年経営を 効果的に運営する 

ためには。 それらを含めた 上で，学年経営の 方針や計画を 具体的に立てる。 その中から課題を 

見けだし，それぞれの 学級経営，教科指導，生徒指導など @c 十分に反映させていかなければな 

らない，そのためには・ 学年会の運営方法，計画の 立て方，実施内容，評価方法などについて 

学年教師の理解を 深め，充実した 学年経営の推進を 図るよ う 努めなけれ・ばならないのであ る " 

Ⅲ 学年教師を対象とするもの。 

人間関係を深めることや 目的に沿って 効果を高めるための 組織化，学年。 学級の能率化   

教師の研修活動などがあ る。 

(2) 学年の生徒を 対象とするもの 

生徒の管理，生徒の 組織，教育課程の 実施・生活指導や 進路，就職等に 関する指導などがあ る         

㈹ 施設，設備に 関するもの 

学年としての 施設・設備，備品の 活用 

(4) 父母や学年 PTA との協力に関するもの 

学年通信や学年父母会，学年 PT 八の運営などがあ る。 

( 。 ) 学校行事の取り 組み計 - 画 

運動会，学習発表会，校内陸上，遠足，写生大会などがあ る。 

(6) その他，学年相互の 連絡調整に関する 領域のもの 

学年経営の方針や 計画は，これらの 領域を考えに 入れて立てられるがそれは 学校目標， 学 

年目標を達成するために ， 他 学年との連携や 連絡調整が必要であ る。 

3  学年主任の役割 

学年経営のリーダーシップを 取るのは￥ 年 主任であ る " 学年経営の中心・になって 学級間の連 

携，担当学年の 生徒一人ひとりにも 指導の日が向けられるような 計画をしなければならない。 

学年主任の役割について 考えると次のようになる。 

Ⅲ 学年主任は学年のリーダーとして・ 学年会の運営には 教師の意見を 十分取り入れ ，これを 

学校経営，学年経営に 生かすよ う 努めなければならない。 そのためには 日ごろから教師，生徒 

父母の実態を 的確に把握している こ とが大切であ る。 

㈹ 地学年とも連絡を 取り合う 

学年主任は学年経営の 計画一実施 一 評価を学年会を 中心に学級に 下ろしていける 体勢を整え 
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は け ォ 1 ばならない。 また学年内にとどまらず ，教務主任，生徒指導主事，養護教諭や 他の学 

年 主任の協力を 得ることも必要であ る。 

(3) 学年教師に対する 指導・助言 

学年経営はあ くまでも学校経営の 一環として行われるものであ る。 学年主任は学年経営が 

学校教育計画の 達成をめさすために ，校長，教頭とも 十分連絡をとって 学年運営を図る 必要 

かあ る " そのためには。 学年教育目標の 達成をめざして ，学年経営計画をしっかり 立案し ， 

学年教師か十分実施できるよ う に指導助言する。 

4  本校教育重点目標の 具現化の方法 

平成 2 年度 浦添市立港川中学校 1 年 8 組の例 

学 校 教 育 目 標 左の図は，本校の 本年 
  強い身体 2  固い意志 3  豊かな情操 4  確かな判断 度の重点目標を 学年段階 

でとらえ学年具体目標に 

  重 点 目 標 生かし，それを 学級目標 

%  強 い 身体 に 具現化する方法を 示し 

① 運動を盛んにし 強い体をつくる。 たものであ る。 
② 衛生や安全に 留意し身の健康を 保つ。 

(2) 固い意志 
学級教育目標の 決め方 

① 粘り強く物事を 成し遂げる心をつくる。 
はいろいろな 方法があ る 

② よい週間を身にっ け 実践力を高める。 と 考えられるか。 教育 目 

(3) 豊かな情操 標 ，学年日標の 実態から ① 美しい環境をつくり ，感動できる 心をやしな う でた課題を重点化し ，そ 
② 他人のよさを 見つけ，真心をもって 交わる。 

㈲ 確かな判断 
れを学級で取り 組んで 学 

① 基礎学力を身にっ け ，判断力をやしなう " 級 目標を設定する " 

② 読書を通して 広い知識を習得する。 学級目標の設定では   

  生徒全員から 募集して， 

その中から選定して 一年 
学 年 具 体 目 標 

1  健康でたくましい 生徒 22  責任を重んじ 実行する生徒 
間の目標として 実践する。 

3  学校を美しくする 生徒 4  学習に励む生徒 学級目標を基準にして 

各自の個人目標を 毎学期 省 立てさせて実践， 反 
学 級 目 標 

0  明るく楽しい 学級 
評価し ， 新しい目標の 討   

0  何でも 協 /J できる学級 
0  元気よくあ いさつの絶えない 学級 画 をさせる。 

各学期末には ，評価， 

反省をし， 次 学期に向け 
個 人 目 標 ての取り組みを 計画し ， 

0  授業態度をよくする 0  部活と勉強を 両立させる。 
0  忘れ物をしない 

実践につないでいく。 
0  一日一日しっかり 予習復習をする 

0  勉強と読書を 頑張る 0  成績を上げるように 頑張る 
0  家庭学習に力を 入れる 0  先生の話をよく 聞し・ 、 て 勉強する 
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浦添市立港川中学校 第 1 学年 
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2 責任感を重んじ 実行する生徒 

4 学習に励む生徒。 

0 話をよく聞き ，真剣に学習することができる ， 

0 係 活動や当番活動を 自主的にやり ，最後まで果たすことができる。   
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具体的目標 実践行動目標 
学期 別 評価 (ABC)  学年末反省 

1 学期 2 学期 3 学期 ( 項目別 ) 

0 基本的な学 

習態度の育 
成 

0 基礎学力の 
育成 

0 自習学習の 

育成 
0 家庭学習の 

習慣 
0 授業時間の 

充実 

  始業の合図を 守り，きちんと 授業 A  A  A  動作が機敏であ った 

を 受ける。 

2 大きな声であ いさつができるよ う   
A  A  B  声が小さくなった 

にする。 A A A 年間通して活発だ っ」 た 
3 朝の読書週間を 身につけさせる ，   

4 授業中の聞く 態度を養う。 
A  B  B  私語が多くなった 

5 返事や意志表示がはっきりできる A  A P 男子が発言しな なった く 

ようにする " 

6 家庭学習の習慣を 定着させる。 
7 予習・復習ができるようにする。 A B B 宿題の提出が なくなった " 少 

集団の一員と 
しての自覚を 

もって，自主 
的，主体的に 

行動し，より 
よい人間関係 
ヰ 深める 

Ⅰ基本的生活習慣を 身にっ け， け じ 

めのあ る行動ができる 生徒。 

2 きまりを守り ，他人に迷惑をかけ 
ない生徒。 

3 心と体をきたえ ，情操 豊 がな生徒 0 

A 

A 

A 

B 

A 

  

B 

B 

A 

遅刻者がふえて 

きた， 

生徒心・得の 違反 

者が多い。 

部活動に活発で 
あ った。 

1 学 期 

校内陸上で全員が 協 

力してよく頑張った " 

  自主的に読書に 励ん 

でいた。 

  

  

2 学 期 

親子ミニ連動会が 盛 

大に開催され ，大成 
功でした。 
ディキャンプが 生徒 
の計画で実施までで 

き，よかった。 

 
 

3 学 期 

0 浦添市の基礎力達成 

テストの実施で 生徒 
の学習意欲が 向上し 仏 

0 卒業式に向けて 一鉢 

運動で丹精こめて 花 
を咲かせた。 

  
  

  

学 年 末 

学校行事，学年行事 
に積極的に取り 組ん 
だ。 

読書活動，進級テス 
トは学年で取り 組ん 
でよい成果でした。 
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⑥強 い 身 体 

0 運動を盛ん tc し 強い体をつくる 0 衛生や安全に 留意し体の健康を 保つ。 

⑥固 い 意 志 

0 粘り強く物事を 成し遂げる心をつくる。 0 よい習慣を身につけ 実践力を高める。 

⑥ ， 豊かな情操 
0 美しい環境を 作り感動できる 心をつくる。 0 他人のよさを 見つけ真心をもって 交わる。 

⑥確かな判断 
0 基礎学力を身にっ け 判断力を養 う " 0 読書を通して 広 い 知識を習得する。 

学級 

目 

標 

0 何でも協力できる 学級。 
0 元気よくあ いさつの絶えない 学級。 

0 明るく楽しい 学級。 

実
 

態
 

の
 

 
 

級
 

0 係 活動に積極的に 参加する生徒 " 

0 自ら進んで学習する 生徒。 

0 柏手の立場をよく 考えて行動する 生徒。 

0 責任をもって 最後までやり 遂げる生徒。 

0 学級や学校生活の 充実と向上に 努力する。 
0 個人及び社会の 一員としての 在り方，学業生活の 充実及び健康や 安全の認識を 育てる。 

0 将来の生き方と 進路の適切な 選択のできる 生徒の育成。 

0 豊かな心をもち・たくましく 行動できる生徒を 育てる， 
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0 全員が協力する ， 

0 自主的に物事をしない " 

0 人情豊かであ る。 

0 係 活動に消極的であ る。 

0 男女の仲はとても 良い。 

    0 物事に積極性がない。 
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保護者の職業   家 庭 の 状 況   

家サ 白 土 運 金 金 教 育 M,b  済 状況 家 族 構 成 

  

庭ビ 宮廷 送 社務 ④ A  母 千家庭が 4 世帯で生活に 大変因っている ， 
ス B  ③ 母親は仕事に 追わ 七て ，学校行事への 参加 

環 業業業業員 員員   

境 4 3 6 1 15 6 1   

学 0 基礎的，基本的事項の 徹底を図り・ 学習指導の工夫・ 改善をして・ 生徒にわかる 

習 楽しい授業を 展開する。 

指 0 自主的に学習活動に 取り組む生徒を 育てる。 

導 0 家庭学習の習慣を 身につけさせる。 

 
 

  
道 0 基本的生活習慣を 身にっ け ，けじめのあ る行動ができる 生徒」 

徳 0 環境を美化し・ 情操豊かな生徒 " 

教 0 心と体をきたえ ，情操豊かな 生徒。 

育 0 きまりを守り。 他人に迷惑をかけない 生徒， 

 
 

活 

指 

導 

進 

  

0 望ましい集団活動を 通して，心身の 調和のとれた 発達と個性の 伸長を図り，集団 

の一員としてよりよい 生活を築乙うとする 自主的実践的な 態度を育てるとともに ， 

人間としての 生き方についての 自覚を深め，自己を 生かす能力を 養う。 

0 将来の進路の 適応能力を育てる。 

A
 

0 自分の将来や 働く こ とへの関心を 高め，実際に 進路の希望や 計画をもっようにな 
るとともに，その 実現のために 自己理解や自己伸長に 努める生徒に 育てる。 

0 中学生としての 誇りと自覚をもち ，学習の進め 方，健康・安全な 生活，学級・ ク 

ラブ・生徒会   学校行事を理解し ，その実践に 努め，中学生活に 適応していく 生 

徒に育てる " 

A
 

0 自己の発育発達及び 健康状態について 把握させ・健康保持増進のできる 態度や習 

彊を養う 0 

0 日常かかり易い 病気や伝染病の 予防について 必要な知識や 態度を養う。 

0 自己の健康安全生活を 営むのに必要なことからを 身につけさせ ，健康習慣を 養 う 

A
 

  

活 0 学校生活が有意義に 興味深く，しかも 充実したものになるようにする。 

指 0 生徒心得を守り ， 楽しい学校生活の 充実を図る。   
 
 

室 0 背面は係活動の 役割分担 表 ，生徒の日常の 活動状況の様子，給食 表 ， そ 00 他を掲 

  

 
 

0 学級通信を週 2 回発行して，生徒の 活動の様子を 常時知らせる。 
0 集団読書の感想文を 学級通信に発表したのは 好評を得た。 

0 集団読書の感想文・ 学校行事への 協力依頼などを 学級通信で連絡する。 

0 授業参観， PTA で父母と生徒の 学校生活の様子を 話し合う。 
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Ⅲ 進路指導の意義と 理論 

1  学校教育目標と 進路指導 

学校における 教育目標と進路指導とがどのように 関係しているかについて ，学校教育法に ， 

中学校については 第 36 条の (2 に おいて「社会に 必要な職業についての 基礎的な知識と 技能。 勤 

労を重んずる 態度及び個性に 応じて将来の 進路を選択する 能力を養うこと」と 示されている。 

また，乙のたび 改訂された新学習指導要領では ，中学校は「総則」において 進路指導について 

は， 

Ⅲ 学校の教育活動全体を 通じて行うこと。 

(2) 適切な生徒理解を 深め，個性の 伸長を図る こ と。 

(3) 学校で行 う 進路指導を計画的，組織的に 行 う ようにすること " 

と 述べられている。 

これらの法令等に 示すところに 従って，中学校における 進路指導は，学校の 教育活動全体を 

通じて行うべきものであ り，教育課程の 編成に当たっては ，それぞれの 教育活動が密接な 関連 

を持って進められるように 配慮することが 必要であ る。 したがって，中学校における 進路指導 

はすべての教育活動を 通して，すべての 教師がすべての 生徒を対象として ，適切に指導されな 

ければならない。 中学校では教育目標と 進路指導とは 切り離すことができない 関係にあ る。 

2  進路指導の意義 

進路指導は「生徒の 個人資料・進路情報，啓発的経験及び 相談を通して ，生徒が自ら 将来の 

進路の選択，計画をし ，就職または 進学して，さらにその 後の生活によりよく 適応し，進歩す 

る能力を伸長するように ，教師が組織的，継続的指導・ 援助する課程であ る」と文部省，中学 

校 進路指導の手引きで 述べている。 

学校における 進路指導とは ，生徒の主体的な 進路発達の中で   ①将来の進路の 選択と計画に 

必要な能力の 育成，②その 後の生活によりよく 適応し，進歩するのに 必要な能力の 仲 長 ，③教 

師が計画的，組織的，継続的に 指導・援助する 過程であ る。 したがって，進路指導は 卒業時の 

進学の合格指導や 就職の配分・ 斡旋の指導のみでなく ，将来をよりよく 生きるための「生き 

方」の指導であ り，人間形成を 担うものとしての 意義をもっているのであ る。 進路指導をこの 

よ う にとらえると ，学校における 進路指享は次のように 考えられる。 

入学から卒業までの 全期間を通して ，学級指導における 進路学習を中核にして 計画する。 そ 

ォ Ⅰは学校の教育活動全体を 通して，自己の 長所，適性などの 理解を深めさせ ，進路に関する 情 

報をできるだけ 多く与える。 一方においては ，職業に関する 体験を通して 勤労 観 とか職業観を 

身につけさせ ，進路意識を 伸長させ，自己の 希望職業を選択決定させる。 そのための相談を 定 

期的に進めたり ，具体的な進路実現の 活動への指導，援助をしたり ，進学・就職後の 適応につ 

いての指導・ 援助を加えなければならない " 

3  進路指導の諸活動 

進路指導の活動としては ，次の六つの 分野が考えられる " 

Ⅲ 生徒理解及び 自己理解を深める 活動 (2) 進路に関する ， ぽ 報を得させる 活動 

(3) 啓発的経験を 得させる活動 (4) 進路に関する 相談の機会を 与える活動 
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(5) 就職や進学に 関する指導・ 援助の活動 (6) 卒業者の追指導に 関する活動 

これらの活動は ，生徒の進路に 関する学習の 面 と ，教師の進路指導に 対する指導・ 援助の面 

との二つに分けられる。 乙の両者が対立的に ，また有機的にからみ 合って進路指導は 効果か 上 

かっていくのであ る，次の図は ，この両者の 関係を烏 倣 的に見たものであ る   

図 1 

社会における 素材として㏄ 価値か 
" " -@ ケ 

目的としての 自己 

姑 - 資源としての 価値への移行 
社会的価値 

  手段としての 自己 
生 
徒 

  

  
  

の   

活 
  
      

適応への予見 や -'                                       職業 

3  探索的経験 

  
回   

1  生徒理解 

                          2  情報提供 

  ｜ 
3  啓発的経験 ' 

  

の場。 提供 

( 注 )  図中の番号は ，進路指導の 諸活動の分野を 示す - 

4  進路指導と学年経営 

学校の教育活動は 学級を中心に 行われるが，その 母体は学年であ る。 学年経営において 進路 

指導を推進するには ，学校の教育目標の 達成を目指すとともに ，個々の学級担任か 行 う 進路指 

導を学年としてまとまりをもっよ う に調整しなければならない。 そのためには 学年の経営方針， 

計画なとについて 学年の所属する 教師の共通理解を 図り，学年経営の 視点から進路指導を 計画 

的に推進していくことか 大切であ る。 

5  目的意識を高める 進路指導 

目的意識を高める 進路指導は， 1 年生の入学当初から 卒業学年までの 3 年間に及 ふ 長期的な 

指導を行 うこ とが大切であ る。 中学校の進路指導を 発達の段階から 検討すると， 1 年生から 3 

年 生まで次のように 位置づけることができる。 即ち・ 1 学年は「自己開発機」の 段階に相当し ， 

この段階での 進路指導目標は 
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Ⅲ中学生としての 誇りと自覚をもち ，学習の進め 方，健康・安全な 生活の仕方，学級・クラ 

ブ・生徒会・ 学校行事での 活動の仕方などを 進んで理解するとともに ，その実践にっとめ ， 

中学生活によりよく 適応していく 生徒に育てる。 

㈹ 自己の将来や 働く こ とへの関心を 高め，実際に 進路の希望や 計画をもつようになると 共に   

その実現のために 自己理解や自己伸長に 努める生徒に 育てる。 

2 学年は「生活の 充実・進路探索 期 」の段階で，進路指導目標としては 

Ⅲ 中堅学年としての 自覚を持ち，学習や 健康・安全の 保持・増進に 意欲的に取り 組むととも 

に，学級・クラブ・ 生徒会・学校行事などでの 諸活動に積極的に 参加し・自分の 生き方を孝 

えながらいっそう 充実した中学生活を 送る生徒に育てる。 

(2) 自分の特色と 進路情報を理解し ，いっそう明確な 進路の希望や 計画をもつようになるとと 

もに将来の生き 方を考えながら ，自分自身でその 計画を吟味し ， それを実現しょうとする 生 

徒に育てる。 

3 学年は「進路決定期」の 段階で，進路指導目標として 

Ⅲ 最高学年としての 自覚をもち，より 望ましい学業生活，健康・ 安全な生活を 送るとともに ， 

学級・クラブ・ 生徒会・学校行事などでの 諸活動に模範的に 参加し，自分の 生き方を探究し 

ながらいっそう 充実した中学生活を 送る生徒に育てる。 

㈲ 自分の特色や 希望する進路の 情報を確かめ ，さらに将来の 生き方を考え ，自分に る 、 さわし 

し ・ ) 進路を選択するとともに ，その進路において 自己実現に努めていく 生徒に育てる。 

このような進路指導の 目標を展開していくためには ，生残のことながら ，学級指導を 中核に 

してすべての 教育活動の機会や 場面を促えて ，効果的に実施することが 必要であ る " 

生徒たちの進路設計，人生設計の 根幹となるものは ，その人の職業観，勉強 観 ，あ るいは 価 

値 観や人生観であ り， l- 生きがい」や「自己実現」であ る。 生徒は自分で「やりがい」 「生き 

がい」を感ずるような 対象に向かっていく こ とが大切であ る。 「生きがい」とは ，人間として 

の 生きる日的 や， 生きている こ との意味や価値を 問い   自分の生きている 理由や・存在理由の 

本貫の意味を 追求することにあ る。 

目的を持っことは ，生きがいを 持っことであ り，目的意識の 喪失は ， 生きがい感の 喪失とも 

なる。 進路指導においては ，特に生徒個々に 応じた目的意識を 育て，自己有能間を 持たせる 指 

導 とともに，自分の 進路は最終的には 自らの責任と 判断で，進路選択ができるよ う に指導を高 

めることが大切であ る。 

入学から卒業までの 3 年間における 指導の流れを 図で示すと次の 通りであ る。 
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Ⅳ 本校生徒の実態把握 

本校の進路指導車点目標は ， 1 学年は自分の 将来や働くことへの 関心を高め，実際に 進路や引   

画 をもっとうになるとともに ，その実現のために 自己理解や自己伸長に 努める生徒に 育てる。 

2 学年では，進路を 具体的に決める 条件の手立てを 考えさせ・自分の 希望実現のために・ 積極 

的に取り組む 意欲と態度をつくらせる。 

3 学年は進路の 選択にあ たって，自分を 知る こ との重要性を 認識させ，自己理解のために 必要 

な 資料をまとめさせるとともに・ 自分の興味，関心，能力について 検討させ，その 結果を進路決 

定に活用させる。 

以上の目標の 具現化を図るには ，生徒の実態を 把握するとともに ，父母の子供の 進路に対する 

考えを知る必要があ る。 そ 乙で平成 3 年 4 月から 6 月までに本校の 3 年生に，高校の 学校紹介。 

先輩たちの動態，進路講習会などの 資料で，進路情報通信を 20 回発行した。 進路情報の活用状況 

の調査のために・ 本校 3 年生 3 ㎝ 名 と父母を対象に・ 平成 3 年 7 月 fC アンケート調査を 実施した。 

その結果は次の 通りです。 

  生徒用アンケート 

次の各質問に 対する答えは ，その項目の 記号 ( ア ， イ ， ウ ， エ ， オ ， 力 ) の中から 一 った け 

選んで。 その記号を 0 で囲んでください。 

Ⅲ あ なたの将来の 希望について 次の各問いに 答えてください。 

① 進路について 今あ なたはどちらを 希望していますか。 

(7, 進学 93 ぷ老 イ ，就職 1.0%  ウ ，就職進学 2.0%  ェ 。 未完 3.2%) 

② ①で進学を希望する 人は下記のどの 上級学校を希望しますか。 ( 就職進学も含む ) 

( ア ，普通高校 78.4%  ィ ，職業高校 15.5%  ウ ，職業訓練校 1.7% 

エ ，各種学校 3.0%  オ ．無苦 1.4%) 

(2) 進路に関する 情報資料について 次の各問いに 答えなさい。 

① 自分が受験できる 上級学校について 

( ア， 知っている 52.6%  イ， 知らない 45.8%  ウ ，無苦 1.6%) 

② 上級学校がどこにあ るかについて 

( ア， 知って し ) る 50.7%  イ， 知らない 46.4 老 ウ， 皿答 2.9%) 

③ 上級学校にはどんな 学科があ るかについて 

( ア， 知っている 58.2%  イ， 知らない 40.8%  ウ ，無苦 1.0%) 

④ 上級学校にはどんなクラブがあ るかについて 

( ア， 知っている 38.6%  イ， 知らない 61.1%  ウ ，無 苦 0 ・ 3%) 

⑤ 上級学校の先輩たちの 卒業後の進路について 

07, 知っている 18.6%  イ， 知らない 81.1 笏 ウ ，無苦 0 ・ 3%) 

⑥ 上級学校で学ぶことによって 取得しやすい 職業資格について 

d ア， 知っている 23.2%  イ， 知らない 76.8%  ウ ， 皿答 0%) 
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① 上級学校の特色 ( 校風，雰囲気など ) について 

( ア， 知っている㌶・ 9 笏 イ， 知らない 77.1%  ウ ， 血答 0%) 

(3) 進路計画や進路相談にっ し， ) て 次の各問 し ) に答えなさい。 

① あ なたは自分の 希望を実現するための 進路計画について 

( ア ・立てている 田田 勿 イ， 立ててし ) ない 65.4%  ウ ，無苦 0 ・ 6%) 

② もし上級学校へ 行くとしたら ，それを決めるのにだれの 意見を参考にしますか 

0 ア，父母 45.1%  イ ， 兄姉 11.1%  ウ ，友人 13.7%  エ ，先輩 8.2% 

オ ，先生 17.1%  力 ，無苦 4.6%) 

㈲ 進路決定の目安について 次の各問いに 答えなさい " 

① 進路や就職をする 動機や目的かはっきりしていますか 

07, はっきりしている 51.0%  イ ，はっきりしていない 47.4%  ウ ，無苦 1.6%) 

② 将来の希望職業 ( 就職 ) や進路なととも 関連つけて考えていますか 

( ア ・考えている 巨 ・ 6%  イ， 考えていなし )44.1%  ウ ，蛇苔 1.3%) 

③ あ なたか進路を 決定する際・ 最も目安 (C することを次の 中から選びなさい。 

ア ，自分の能力，適性にあ っているかどうか 61.1% 

イ ，自分の学歴で 合格できるかどうか 26.5 老 

ウ．学級担任や 他の教師の指導や 意見などによって 3.9% 

エ ，通学に便利であ るかどうか 1.6 劣 

オ ， 親や家族の希望や 意見などによって 4.3%  力 ， 無答 2.6% 

(5) 進路学習について 次の各問いに 答えなさい。 

① 進路学習にて J いて目分の最も 当てはまるものを 次の中から選びなさい 

ア 、 進路の方向かはっきりした 20.3%  イ ，自分の進路に 関心を持つようになった 30 ・ 0 グ 

ウ， 悩みの解消に 役立った 1.6%  エ ，毎日の生活に 張合いが持てるようになった 1.3% 
オ ，自分を見直すようにな た 4 2 老 力 ，自分の将来を 考えるようになった 35.3 笏 

キ ，無智 6.9% 

② 本校の進路指導で 今後もっとも 力を人れてほしいと   盟うものを選びなさい 

ア ，進路学習や 進路についての 話し合いをもっと 増やしてほしい 16.0% 

イ ．進路についての 個人相談をもっと 増やしてほし 、 ， ) 18 . 3 % 

ウ ，学級担任かもっと 気軽に相談してほしい 17 .3 % 

エ 。 教科の授業でもっと 進路 ( 人生 ) に関する話をしてほしい 16.3% 

オ ，視聴覚教育機器を 利用した指導がほしい 18  . 0  % 

力 ，進路についての 講話がほしい 3  . 3 % 

キ ， 無答 10 . 8 % 

③ 進路指導講演会を 開いて 

( ア ，大変参考になった 9.2 笏 イ ，参考になった 46.4% 

ウ ，わからない 41.8% エ ，無 苦 2.6%) 
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2  父母用アンケート (188 名 ) 

次の各質問に 対する答えは ，その項目の 記号 ( ア     イ ， ウ ， エ ， オ ， 力 ， キ ) の中から一 つ 

だけ選んで，その 記号を 0 で囲んでください。 

Ⅲ あ なたは，子供の 中学校卒業後の 進路をどのように 考えていますか。 

ア ，高校進学させたい 100%  イ ，各種学校に 行かせたい ウ ，就職させたい 

(2) あ なたが子供を 高校へ進学させるとしたらどの 学校を望みますか。 

ァ ，普通高校 84.4% ィ ・工業高校 6.6% ゥ ，商業高校 7.8% 

ェ ，水産高校 オ ，農林高校 力 ，専門学校 0 ・ 6%  キ ， 無答 0 ・ 6% 

(3) あ なたが子供を 高校へ進学させる 場合，理由は 何ですか。 

ア ，もっと広い 知識を身に着けさせたい 48.9% イ ，大学へ進学させたい 26.1% 

ゥ ，木人の希望する 職業の技術を 身に着けさせたい 17.8% 

エ ，就職に有利だから 3.9% オ ，高校卒業の 資格をとらせたい 2.7% 

力 ，ほとんどの 人が高校に行くから キ ，家業を継がせたいから 

ク ， 無答 0 ・ 6% 

㈲ あ なたが子供を 進学させるとしたらどの 学校まで進学させたいと 思っていますか。 

ア ，高校 11.1%,  イ ，短大 22.2%  ウ ，大学 62.8%  エ ，大学院 3.9% 

㈲ あ なたは現在子供についてどの 程度知っていますか。 次の各項目につし・ ) て 答えてください。 

① 子供の学力がどのくらいか 知っていますか 

ア ，よく知っている 35.6%  イ ，あ る程度知っている 64.4 老 ウ ，よく分からない 

② 子供の性格につ L.) てどの程度知っていますか 

ア ，よく知っている 63.9%  イ ，あ る程度知っている 33.9 老 ウ，よく分からない 2.2% 

③ 子供の体力や 健康についてどの 程度知っていますか 

ア ，よく知っている 72.2 笏 イ ，あ る程度知っている 26.1%  ウ ，よく分からない 1.7% 

④ 子供の長所や ，どんな職業や 仕事に適しているか 知っていますか 

ア ，よく 知 Ⅰている 21.6 笏 イ ，あ る程度知っている 62.8% 

ウ ，よく分からない 13.9% エ ， 無答 1.7% 

⑤ 子供が日常どんな 事に興味や関心を 持っているか 知っていますか 

ア ，よく知っている 27.2% イ ，あ る程度知っている 57.8% 

ウ ，よく分からない 27.2% エ ， 無答 1.7% 

(6) あ なたは・将来どのような 考えで子供に 職業を選ばせたいと 思いますか。 

ア ，安定した職業であ り，将来も有望な 職業 36.7% 

ィ ，収入がよい 職業 0  ． 6  笏 

ウ ，能力や性格にあ っでいる職業 46 . 7 % 

ェ ，いきが い のあ る職業 8  , 3  笏 

オ ，将来独立して 仕事ができる 職業 2  . 7  % 

力 ，他人に束縛されない 職業 0 % 

キ ，社会に貢献することができる 職業 5  . 0  % 
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(7) あ なたが子供を 進学させるとしたら 志望校を決める 場合，どのようなことを 目安に決めま 

すか。 

ア 。 子供の学力で 合格できるかどうか 30.0%  ィ ，進学に便利であ るかどうか 1.7% 

ウ ，子供の能力や 性格にあ っているかどうか 56.6% 

エ ，校風や学校の 評判などによって 3.9% 

オ ・学級担任の 進路情報や意見などによって 6.1%  力 ，網谷 1.7% 

(8) あ なたは子供の 教育のことで ，学校や先生方に 特に何を望みますか。 

ア : 基礎的，基本的事項についての 指導をもっと 徹底してほしい 28.9% 

イ ，主体的な学習万法の 指導をもっと 徹底してほしい 13 . 9 % 

ウ ，人間の生き 方，在り方についての 指導をもっと 徹底してほしい 16.6% 

エ ，進路指導や 進路相談をもっと 充実させてほしい 6 . 7 % 

オ ，子供の相談相手になってほしい 6 . 7 % 

力 ・もっと， しつけの面に 力を人れてほしい 1  . 7  % 

キ ・のびのびと   個性や才能を 伸ばしてほしい 23.3% ク ・ 佃答 2.2% 

3  考察・ ( 生徒用アンケート ) 

Ⅲ ①では進学 93 . 亥 ，普通高校 78.4% で   職業高校その 他への進学希望者は 少ない。   

㈹ ②では受験する 上級学校の様子を 知っている生徒が 半数程度であ る " 進路情報資料提供が 

不十分といえる。 また学校の内容，特色，先輩の 進路について 知らないが 6] 老で学校訪問     

体験入学時，資料を 提供して : 生徒が十分進路選択をできるよ う 積極的な指導が 必要であ る " 

㈹ ③では将来に 意識をもたせ 計画させる。 また教師との 相談ができる 学級づくりが 大切であ る。 

(4@ ④では半数以上が 将来の希望職業と 関連づけて考えているので・ 今後その態度を 育てる。 

㈲ ⑤では生徒の 進路意識を育てるため ，進路学習の 継続的指導が 必要であ る         

考案 ( 父母用アンケート ) 

㈲ ①では高校まで 準 義務教育であ り，社会に適応させる 必要条件と考えている。 

㈹ ②では普通高校と 職業高校の差が 大きく。 高 学歴を子供に 期待している。 

(3) ③④では父母は 高学歴を望み ，将来広 い 知識を身にっけ   りっぱな社会人になるよう 希望 

している。 

㈲ ⑤では子供について「よく 知って し ) る 」と「あ る程度知っている」で 90 勿に達している。 

(5) ⑥では子供が 将来能力や性格にあ った安定した 職業を選び : 幸福な人生を 送る こ とを願っ 

て L,) る， 

(6) ⑦では子供の 能力や適性を 第一に考えたいという 意見が 56.6 姥を示している。 

㈲ ⑧では基礎的・ 基本的事項と 個性や才能を 伸ばし   実社会に出て 役立っような 力をつけて 

ほしい 照 1%) 

生徒と父母のアンケートの 結果をまとめ ，別々に考案した。 生徒の進路をどうするか。 または 

生徒の進路がどうなるかは 父母にとって 重大な問題であ る。 したがって生徒の 進路指導は，家庭 

と 教師の連携を 大切にすることであ る。 学校は生徒，父母の 期待に答える 意味でも進路情報の 提供， 

進路学習の授業の 改善を図る必要があ る。 それは生徒の 将来を考えた 生徒のための 進路指導になる。 
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V  学校教育目標の 具現化 

中学校における 進路指導は「学習指導要領の 総則 9 の (2 淀 示されているように   各教科，道徳， 

特別活動など 教育過程の全領域を 通して指導する」とあ る。 教師の意図的，計画的，継続的な 指 

導を通して，将来の 職業選択ができる 態度を培 う 。 そのため学校教育目標や 生徒の実態を 検討し ， 

学年，学校の 指導目標を立て ，進路指導の 目標を完全に 達成することであ る。 学校教育目標から 

進路指導への 流れ ( 具現化 ) を見てみたい。 

指導内容   

本校教育目標 ( 省略 ) 自己理解 進路計画 進路情報 

1. 中学生活 1. 中学校の 1. 勉学の目的 
と 自己 学習 と 意味 

本年度の重点目標 ( 省略 ) 2   自分の特 2. 将来の希 2. 身近な人の 
一 色を知る。 望 と進路 職業 

3. 進路と学 学習 3. 進路情報 資 

習の意義 3. 働く入々 料を提供 
本校の進路指導目標 を 知る 4. 自分を知 4. 先輩の進路 

0 自分の進路希望を 実現するための 計画を立 4. 心身の特 る   [C  つい 

てさせ，それを 積極的に実行していこ うと 徴 [c つい 5. 自主的な 
する意欲を育てる。 て 行動 

0 将来の進路を 選択するにあ たって，個性を 6. 進路計画 
発揮して，望ましい 自己実現に努めていく 年 7 Ⅰ年間の 
生徒を育てる " 反省と 2 

  

年 生への 
準備 

進路指導の学年別目標     自分の学 1. 充実した 1. 苦手な教科 
習 上の特色 学習   の 学習方法を 

1 年 2 年 3 年 を 理解する 22. 働くこと 発表する 
一 2. 将来の職 と学ぶこと 2. 職業調査の 

0 臼 分の将来 0 進路を具体 0 自分を知る 一 業選択の意 3. 職業の世 結果を話し合 
や 働くこと 的に決める こ との重要 志を深める 界 い 深める 

への関心を 条件の手立 性を認識さ 3. 自分の特 4. 学ぶため 3. 高等学校の 
高め，実際 てを考えさ せ．自己 理 色 と進路と の制度と 機 特色を進路 情 
に 進路の希 せ ，自分の 解のために 関係づけて 会 報 で提供 

望や計画を もつように 希望実現の ために， 積 必要な資 をまとめさ Ni+  年 考える 4. 学級での 0. 路 適性と進 4. ストの実施 適性検査テ 
なるととも 極的に取り せるととも 自己の役割 6.2 年生の 5. 先輩の進路 
に ，その実 組む意欲と に，自分の を 知る 反省と 3 年 情報を聞く 
現 のために 態度をつく 興味，関心， 生への準備 
自己理解や らせる。 能力につい 
自己伸長に て 検討させ，     自分にあ 1. 進路の選 1. 自分の適性 
努める生徒 その結果を う た職業の 択にそなえてと 志望 校 の 特 
に 育てる。 進路決定に 選択 2. みのり あ 色 

活用させる。 三 2. 学級での る学級生活 2. 進路の積極 

ff 立 

自分の役割 3. 計画的な 的な相談活動 
を 認識する 学習 の 充実 
3. 家族や社 4. 意欲的な 3. 教師の経営 
会 での自分 学習 などを話しな 

の 存在価値 5. 青年期を がら考えさせ 
を 知る 迎える る 

年 4. 進路目標 6 一 4. 進路情報で 
達成のため 7. 卒業期を 資料提供を図 

構え の 自分の心迎えて 8. 明るし 悟                                         
への準備 定期開催 
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進路指導案 
日 時 : 平成 3 年 2 月 1S 同 

学 級 : 港 Jll 中学校 1 年 8 組 

男 IH 名 な 20 名 

指導者 : 諸 兄 武 彦 

Ⅰ 単 元 老 進路計画 

2 指導目標 進路引両の 姥 ・ 要佳 

3  学級の実態 

男子はおとなしく ，女子はおしゃべりであ るが   学級の雰囲気はまとまりがあ る。 今回で 8 回 

目の進路指導の 授業で，生徒の 将来の希望職種がほぼ 把握できた。 指導の同を重ねることに 興味   

関心を示し，熱心に 発表するようになった。 

題目 白分の進路希望を 

指 0  将来の進路希望を 実 坊 

導 推進していく 努力か ノ、 要 

目 0  進路希望計画は 固定 帥 標 、 くへ きものであ ること 

革 質 1 , 進路希望アンケー   

備 資 3 , 自校の進路状況 

配時 活動 活動内容 傍   

5 分 1 自分   1)3 字 朋に 書い / 、 

の進 読む。 

20 分 路 希 (2) テキスト P  75 （ 

望を 変わった人も 参 

確か 分の希望職業 坤 

めよ ①変更があ っ f 、 

う ②変更かあ れは 

どを考え ， / 

  10 分 2 進路 ㎝テキスト P76 の 

計画 を考えよう」の 月 

0% 、 画とは何かを 考え 

15 分 要性 (2) テキスト P  77 こ 

を 老 老え ろォ T ない」 

えよ うな人たちへ び 

5 分 う 。 ㈹進路計画は ，こ 

で 達成される [ 

説明を聞く。 

確かめよう 

とさせるためには ，適切な進路目面が 必要であ り。 また 

i なことを理解させる。 

] なものでなく ，必要に応じてよりよいものに 変更・ 修 

: を理解させる。 

 
 

2
4
 資

貸
 

作
文
例
 

の
 

 
 

坊
主
 

帝
図
 

路
路
 

逸
遊
 

「
 
の
 

の
後
 

末
葉
 

将
卒
 

0
 
校
 

 
 

  

  

    「将来の希望Ⅱを 

-76 の「希望職業 

; い 」を読んで， 

) 進路 計 同ほつい 

: かどうか。 

。 その理由は阿； 

一ト にまとめさせ 

な
る
 

が
 

自
で
 

 
 

l 指導上の留意事項 
  

0 2 回の進路希望調査で ，希望 

職業が変わった 生徒を確かめる 

0 変更の理由をまとめておき ， 

OH ド などで説明する。 

0 進路計画がなぜ 変わっていく 

のかに気づかせる " 

0 適切なものがあ ったら，数例 

を発表させる。 
  

「進路計画の 必要性 

Ⅱ半を読んで・ 進路 計 

，ノートにまとめる。 

) 「進路計画なんて 

を読んで，乙のよ 

) 助言を考える。 

: ォ 1 からの進路学習 

: とについて教師の 

0 進路計画とは 何かをノートに 

まとめさ せ ，さらに進路計画 

はなぜ必要かを 考えさせる。 

0 乙ういう考えにはどのような 問 

題があ るかグループで 話し合い   

意見をまとめて 発表させる。 

0 家族と話し合ったり ，先輩の経 

験談も聞いて 参考にすることも 

  大切であ ることを付け 加える。 

  

計画 

      正し 

資 ￥ 

資 *; ト 

資ボ ・ 4 

資料 

資料 

  
  
を 

て 

  

  
    
  

2 

リ Q 

4 
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進路アンケート 調査 
調査期日 : 平成 3 年 2 月 14 日 

調査方法 : 質問紙法 

調査対象 ; 1 年 8 組 男 16 名 女 2% 

次の各質問に 対する答えは ，その項目の 記号の中から 一つだけ選んで 0 で囲んでください。 

1  あ なたは 将 来どんな職業を 希望しますか。 

ア ，事務の職業 ( 会社，官公庁，銀行 ) 

ィ ，サービスの 職業 ( 美容師・ガイド ，スチュワーデス ) 

ウ ，技術者としての 職業 ( 建築技師・電気技師・ 機械，コンピュータ 一 ) 

エ ，医療保険の 職業 ( 医師，薬剤師，看護婦，栄養士 ) 

オ ，教育の職業 ( 保育所，幼稚園，小中高校の 教員 ) 

力 ，その他 ( 裁判官，弁護士，作家・ 新聞記者 ) 
( 単位 : 老 ) 

  
ウ 28 X 19 

2  あ なたが高校へ 進学したいと 思う理由は何ですか。 

ア ． みん ・なが行くから 

ィ ，両親が進めるから 

ウ ，大学へ進みたいから 

エ ，高校を出た 方が就職に有利であ ると は 、 うから 

ア 14                                        /14                                                               :L@ 55 

3  あ なたは進路についてだれと 相談していますか。 

ァ ，父母 ィ ． 兄姉 ウ ，友達 ェ ，先輩 オ ，先生 

7  14 ， <@ 28 
  
                                                                                                                                                                                    オ ・     軽                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             

4  あ なたは学級指導 : 学級活動などで 行う進路の学習に 関心をもっていますか。 

ア ，関心をもって 学習している 

イ， 別に関心をもたない 

ウ ，進路学習はやめて 別の教科学習をする 方がよい 

  
7  80 

5  あ なたは学校での 進路学習が ; あ なたの進路を 考える上で参考になっていると 思いますか。 

ア ，大変参考になっている 

イ， 少し参考になっている 

ウ ，あ まり参考になっていない 
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3  考察 ( 進路アンケート 調査 ) 

1 では男子が技術者としての 職業・女子はサービスの 職業の希望が 高い。 

2 では高校に進学して 知識技能を身につけ ，自己の能力が 十分に発揮できる 職業を希望している。 

3 では教師との 相談が半数以上いる。 そのことは，進路指導の 時間を設定して 実践した成果であ る。 

4 では入学当初から 進路指導計画通り 視聴覚機器等での 授業，進路情報提供の 指導で成果をあ げた。 

5 では進路指導の 継続で生徒が 自分の将来の 問題として意識を 持って学習するようになった。 

以上の調査結果を 直視する，生徒の 進路意識は進路学習によって 向上する。 学級指導，個別 

面接で生徒一人ひとりが 持っている能力，適性のよいところを 見つけてやり ，育成していくこ 

とが望ましい 進路指導といえる。 また父母にも 生徒の将来の 進路希望を知ってもらうためにア 

ンケートの結果を 学級 ド TA の三者面談の 資料として活用している。 

「進路希望」の 作文 (K 君 ) 

ぼくは /] 、 学校のとき，ぜん 息のためやりたいことができなかったが ，今はバレ一部に 入って 

練習で体をきたえている ，ぼくは体が 弱く・将来父の 仕事をつぐ こ とを考えていた。 しかし， 

入学してから 先生が進路の 授業で「進路は 自分の適性に 合う職業がよい」といったので 変わっ 

た 。 ぼくは - 生懸命勉強して ，ぼくと同じ 病気をもって 悩んでいる人々のために 医者になる 決 

心 ・をした。 

「進路希望の 作文」 (B 子さん ) 

私は小子校のころから． l- 将来はスチュワーデス」になって 大空を飛んでみた L,) 」と夢をも 

っていた。 それはかっ乙うよく ，英語も ぺラぺ うであ る。 私の部屋はスチュワーデスの 写真で 

いっぱいになった。 中学校に入って 部活動をするようになったら・ 学校の先生がよいと 思った」   

毎日生徒に勉強を 教えたり，部活動の 指導も遅くまでやっている。 私は将来体育の 先生になっ 

て， いろいろな部を 持って生徒にスボー ツ を教える。 こ七が私の将来の 夢であ る。 

4  資料 自校の進路状況 

1 , 普通科 74.2%  2, 工業高校 12.0%  3, 商業高校 13.4%  4, 水産高校 0 Ⅱ 老 

中学校卒業後の 進路図   人     

    

  
  

甜接一 
避 麗輯                     定時田主柱 か 

    点佑 仮有を去 

  け 亡い。   

㏄Ⅰ 

Ⅰ 按 へ せ十 した、   たいの て   なⅡ 捜宙を 4 につけたいが   取 入も 筋た Ⅰ   

  

の ギ 枝にむみた 4 年Ⅰ大子 棄 では考え し 社会のため   

        """ 』   
中学校卒 案 仮の進路をど ぅえらぶか 
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Ⅵ進路指導の 学年別目標を 踏まえての年間指導計画 ( テキスト     中学生活と進路 ) 

1  第一学年 

 
 

3
 

2
 

 
 

 
 

亨
旦
 

ぬ
学
 

）
 

習
 

 
 題

字
 

壬
申
 

指導目標 

1 学習の目標と 心 

構え 

2 計画的な学習 

3 学習工法の工夫 

と
 

望
習
 

希
学
 U
 

の
の
（
 

末
路
 

特
進
 

の
 

来
 

将
 

の
 

九
ノ
 

た
望
 

私
希
 

 
 

2 進路学習 

働く人びと 

(1) 

自分を知る 

(1) 

1 働く人びとの 姿 

2 働く人たちの 仕 

事と考え 

Ⅰ 人 と個性 

2 自分の特色 

動
 

 
 

 
 的

な
 

主
 

白
日
 

1 中学生と」・ての 

自覚 

2 集団の一員とし 

ての心構え 

 
 

十
 

 
 

 
 

 
 

路
 
（
 

進
 

1 進路計画の必・ 要 

件 

2 進路 計 両の立て 

方 

1 年間の反省 

と 2 年生への 

準備 

(1) 

1 1 年間を振り返 

って 

2 選択教材の選び 

方 

指 導 内 容 

0 学習内容の理解と 自主的学習の 大切さを考えさせ。 

学習 計 刑を立てさせる 

0 計画を実行するときの 心構えを話し 合わせる。 

0 予習。 復習の体験談を 発表させる " 

0 中学校卒業後の 進路にはさまざまなものがあ り，よ 

り広い視野にたって 進路を考える 必要があ ることを 

理解させる 

0 各自がもっている 将来の希望は。 どのようにしたら 

実現できるか 老 える 

0 テキストの 9 つの職業を調べ ，その違いをグループ 

ごとに発表させる。 

0 仕事に対する 働く人 ぴ との考えを，さらに 詳しく調 

べるための計画を ，グループごとに 立てる。 

0 テキスト P61 「自分を知る こ との意味」を 読み・自 

分の特色を知ることの 大切さを発表させる。 

0 前時 でまとめた「自分の 特色」についての 感想を グ   

ループごとで 話し合ってみる。 

0 テキスト P71 を読んで，自主的に 行動するというこ 

とはどういう 意味なのか・ 小学校の時と 今との違う 

  占をあ げながら考える。 

0 だれとでも仲良くつきめうことによって ， 何が得ら 

れるか，考えを 発表する。 

0 テキスト P76 の「進路計画の ノ ・ 要 性を考えよう」を 

読んで進路計画とは 何かを考え，ノートにまとめる   

0 こ れまでの自分の 将来の希望や 進路調査を基に ，実 

際に進路計画を 書く。   
0 乙のⅠ年間を 振り返って ， 特に強く感じたことを 話 

し合う。 

0 2 年生， 3 年生に選択教科がおかれる 理由 や ，選択 

教科の種類などにつし・ ) て 教師の説明を 聞く。 
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第二学年 

。 ㍉主題 ( 時数 ) 

充実した学 

習 

て l) 

  

働くことと 

学ぶこと 

(1) 

界
 

世
 

 
 

職
 

の
 
ム
ム
 

め
機
 

 
 学

制
 

リ
乙
 

  
適性と進路 

(1) 

3 

2 年生の反 

省と 3 年生 

への準備 

く 1) 

第三学年 

指導目標 

1 学習生活の 

反省と改善 

2 効果的な学 

習 

Ⅰ働くことの 

目的と意義 

2 学ぶことの 

目的と意義 

容
 

葉
肉
 

産
 
の
 

色
 

業
業
 特
 

職
職
と
 

l
2
 

1 勉学の道 

2 高等学校 

高等専門学 

校 

1 自分の適性 

ど口分の特色 

と進路 

3 進路計画の 

検討と吟味 

1 1 年間の反 

省 

2 3 年生への 

準備 

指 導 内 容   

0 テキスト P14 の「あ る班の話し合いからりを 読み ，気 づい 

たことを発表させる。 

0 苦手な教科をなくすにはどうしたらよいがを 発表し合い ， 

具体策を考える。     

0 テキスト PlW の T 君， K さんの意見を 読み， 「人が職業に 

ついて働くのは 何のためか」について ，学級全員で 話し合う 

0 自分はどんな 考えで勉強 ( 進学 ) ずるか。 改めて考え ， / 

一ト に日的と意義にまとめる。 

0 テキスト P37, 38 を読み産業と 職業の違 し ・ )f こつ、 ， ) て 話し合う 

0 グループで調査した 職業について 発表する。 人を柏手にし 

て働 く職業・物を 柏手にして働く 職業・事務をとる 職業・ 

貸株や免許などを 必要とする職業・ 電子機器を扱う 職業。 

0 中学校卒業後の 機会にはどのようなものがあ るか，グルー 

ブで話し合い ，発表する。 

0 高等学校の学科とその 特色について 調べたことを 発表し ， 

話し合う 」学科の特徴・ 校風の特色・ 卒業生の進路状況   

取得できる免許や 資格・乙の学科を 選ぶ場合の必要条件。 

を
 

」
 
想
 

望
感
 

希
 

の
み
 

 
 さ

を
 

B
 
」
 

 
 指

な
 

巨
ん
 

を
み
 

母
一
 

保
て
 

Ⅰ
 l
 
 Ⅰ
 

 
 

の
っ
 

㏄
 
に
 

～
 
望
 

 
 ト

ん
 

ス
さ
 

キ
 
B
 

テ
 
「
 

 
 

グルーブごとにまとめ ，代表が発表する。 

oA 君の場合を参考にしながら ，自分の特色をできるだけ 細 

かくノ一 ト にまとめる， 

0 テキスト P79 ～ 80 の「自分の進路計画を 検討しよう」を 読み。 

3 人の進路計画について ，感想をバループで 話し合い，発表する。 

0 グループごとに ，この 1 年間の学級内の 諸活動への取り 組 

み方，学校行事への 参加態度なとについて 話し合う。 

  0 テキスト P83 の「 3 年生になる心構え 一 あ るクラスの話し 合い 

@  がら」を読み ，グループ，個人ごとに 感想を述べ合い 発表する。 

  
進路の選択 

進路の選択 
  

にそなえて 

(1) 

指導目標 指 導 内 容 

Ⅰ将来の生き 0 人は何のために 職業につくのか ，グループで 話し合って発表す 

方を考える る。 また，自分はどのような 職業生活を望んでいるかまとめる。 

2 卒業生の 体 0 テキストの B 君の事例 P13 「進路情報の 収集がみのった 一ト 君 」 

験 Ic 学ぶ かな子ぶべきことは 何か，感想についてバループで 話し合う。 
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2 

  

3 

  

る
 

あ
活
 

り
生
 
Ⅲ
 

0
 
級
 

み
学
 

計画的な学 

習 

㈲ 

意欲的な学 

習 

Ⅲ 

青年期を迎 

ぇ - る 

Ⅲ 

進路の選択 

(2@ 

迎
 

を
 

 
 業

て
 

卒
え
 

来
 

将
備
 

 
 明

へ
 

1 学級生活の 

充実 

2 学級生活の 

改善 

1 3 年生とし 

ての学習 

2 学習の要点 

と年間計画 
 
 古

 

同
の
決
 

を
晋
上
 解
 

異
学
習
の
 

効
 
6
 

字
 
題
 

 
 

2
 

 
 

  1 青年期の自 

覚 

2 社会の一員 

としての生 

き方 

3 青年期の悩 

みと解決 

Ⅰ自分につい 

てのまとめ 

2 進路先の調 

査 

3 進路計画の 

最終検討と 

進路の選択 

4 進学・就職 

の準備と実 

現への努力 

1 卒業までの 

生活 

2 中学生活の 

まとめ 

1 将来の生活 

への心構え 

2 希望にあ ふ 

れて 

0 テキスト P24 ～ 25 の活動目標と 組織の検討にそって。 自分 

たちの学級について 反省する。 

0 うまく活動できていない 面の原因を話し 合い，学級の 一員 

としてどうあ るべきかを考え ，発表する。 

0 学習計画や態度，方法を 改善するには ，まず自分で 反省し 

てみることが 必要であ ることを考える。 

0 テキスト P ぉ 4 「 K 君の年間計画」を 参考にしながら ，各自 

が 学習計画を立てる。 

0 テキスト P42 「家庭学習の 計画一 A 君の場合」を 読む     

0 ど う したら苦手な 教科を克服できるかをみんなで 話し合い 

それをもとにして ，自分の解決策を 考える。 

0 テキスト P4 円の「自分がわからない 一 R さん」を読み ，何 

人かの生徒が 感想を発表する。 

0 家族の一員として ，社会の一員として ，いま自分にできる 

ことは何か・ノートにまとめ 発表する。 

0 人間の苦しい 時 ，困難にぶつかった 時の解決の方法につい 

て ，テキスト P52 を参考に話し 合う。 

0 テキスト P56 ～ 57 の「自分についてのまとめ」 (A 君の場 

合 ) を読む， 

0 自分の希望する 上級学校・学科を 調べる必要性を 考える。 

0 自分の乙れまでの 進路希望・計画に 問題点があ るかどうか 

を考え。 進路相談が必要であ れば，教師に 申し出る。 

0 進路実現に向けて・ 準備は自分自身で 行うべきことを ，話 

し合って確かめる。 

0 自分は・残り 少ない生活をどのようにして 送ろうとしてい 

るかを発表する。 

0 テキスト P74 「中学生活で 印象に残ったこと 一 E さん」を 

読む。 

0 テキスト P77 ～ 80 の 4 人の事例を読み ，先輩の生活体験か 

ら・どのようなことがわかったか 発表する， 

0 進路の第一歩をどんな 決意で踏み出そうとしているかを 話 

し合わせる。 
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4  評価表 
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(D)  l  進路計画 は 全教師の共通理解を 図ったか。 

実 2  進路指導の目標を 踏まえて努力点が 達成できたか。 

施 3  進路指導は計画的に 実施され．効果が 上かったか。 
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Ⅶ まとめと今後の 課題 

一人一人の生徒 か 将来の進路計画を 立て，自己実現ができるよ う 援助しょうと 考え，学級での 

進路指導の視点から「学級経営を 充実させる学年経営」をテーマに 研究を深めてきた。 

㈹ 学級経営の充実のためには ，学校教育目標の 具現化を図り・ 学年日 標 ，学級目標への 系統化 

の中での進路指導はどうたったか。 

(2) 進路指導は一年から 進路年間計画に 沿って実施することで 進路意識の高揚 か 図れる。 

㈹ 生徒，父母対象のアンケートは 学校現場で今後の 資料として活用する。 

今後の課題としては ，教師か進路指導の 意義を理解して ，生徒の自己実現のために ，進路情報 

資料を提供し・ 系統的，計画的に 進路指導を実践することであ る。 

以 Ⅱのようなまとめを 踏まえ，学校での 進路指導の充実の 高揚を図り   生徒か変容する 教育活 

動を実践する ， 
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溝り @ 学校 「年間計画」 平成三年度 1991 年 
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